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論文内容の要旨

〔目的〕

ひと胃癌における擢忠率は，男性では女性の約 2 倍である口また，胃癌の中でも，現在なわ，診断，

治僚の困難なスキルスは，女性に高率に発生している口このような，臨床・疫学的事実から，胃癌の

発生には性ホルモンが関与していることが考えられる。そこで動物を用いた発癌実験で，発癌に対す

る性ホルモンの影響を検討した。

〔方法ならびに成績〕

生後 4 週令のウイスター系の推及び雌ラットを用い，次の 4 群に分けた:①雄(無処置)群，②雌

(無処置)群，③雄去勢群，④雌去勢群。各群に発癌剤として， MNNG (N-methyl-N に nitro-N-

nitrosoguanidine) 50μ g/me に 0.04 % Tween60を加えたもの(以下NG と略す) を水の{ーたりに 4 カ

月間投与し，実験開始後 4 カ月日， 8 カ月目， 12 カ月目に屠殺してその腺胃を病理組織学的に検索し

。た

腺胃における発癌の率は， 4 カ月目:①群1/20 (5 %)，②群0/11 (0 %) ，③群0/25 (0 %)，④ 

群0/20 (0 %); 8 カ月日:①群4/10 (40%) ，②群1/10 (10%) ，③群0/10 (0 %) ，④群0/12 (0 

%) ; 12 カ月目:①群26/32 (81 %) ，②群 0/20 (0 %)，③群 8 /21 (29%) ，④群 1 /20 ( 5 %)であ

った。この他，癌としなかった粘膜内の異型病巣の出現は，①，②，③，④群それぞれ， 4 カ月日:

36%, 0 %, 0 %, 0 %; 8 カ月目: 40% , 20% , 0 %, 8 %; 12 カ月目: 59 %, 5 %, 52 %, 8 % 

であった。また，びらんの経過と考えられる粘膜筋板の肥厚，解離は①，②，③，④群それぞれ， 4 

カ月目: 73% , 27% , 30%, 30%; 8 カ月目: 60% , 0 %, 40% , 42%; 12 カ月目: 3 %, 0 %, 5 
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%, 0 %であった。このように，発癌率は①雄無処置群では，月数経過とともに増加して， 12 カ月日

には非常に高率 (81 %)になるのに対し，②雌無処置群は各時期にむいて，ほとんど発癌がみられな

かった。また，③雄去勢群 (12 カ月目: 29%) では①雄無処置群 (12 カ月日: 81%) に比べて発癌率は

非常に低下するが，④雌去勢群 (12 カ月日: 5 %)は②雌無処置群(12 カ月日: 0 %)とほとんど変

わらなかった。びらんの経過と考えられる粘膜筋板の肥厚・解離は，早い時期( 4 カ月日)の①雄無

処置群に高率にみられるが，②雌や，③，④去勢群は低率で、，月数経過とともに消失してゆく傾向に

あった。

〔総括〕

ラソトの発癌実験においても性差がみとめられ，雄は非常に高率に発癌するが，雌はほとんど発癌

しなかった。この原閃のひとつに女性ホルモンが抑制的に作用しているのではないかと考え，副論文

に報告したように，まず，雄ラットに企性ホルモンを投与したところ，発癌率の低下がみられた。そ

こで今回は，雄，雌ラットをそれぞれ去勢して発癌剤を投与したところ，雄は去勢した場合，発癌卒

は著明に低下するが，雌を去勢した場合，発癌率はほとんど変わらないことが明らかになった。この

ことから，むしろ，男性ホルモンが発癌に対し，促進的に作用している可能性が考えられた。

論文の審査結果の要旨

ヒト門癌の擢忠率が男女比 2 : 1 であることから 円癌の発生進出に性ホルモンが影響を及ぼして

いる可能川を考え，ラ y 卜をJTj p た発癌実験で，その効果を検H したものである。生後 4 週令のウイ

スター系ラットに発癌剤NG (N -methy l-N' -ni tro-N-nitrosoguan i d ine) を投与すると，雄は非常

に高率に発癌するが(12 カ月目 81 %)，雌はほとんど発癌せず(12 カ }j 110 %)，また，去勢すると，

雄の発癌本は非常に低下するが，雌の発癌不は増加しないという結!ぷを得た口

発癌に対し，女性ホルモンは抑制的に，男性ホルモンは促進的に作1IJ するものと考えられ，非常に

興味深い成績であって，価値あるものと考えられる。
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